
ー 千代⽥区から⽇本の脱炭素を牽引する ー
  都⼼型‧地域連携〝千代⽥モデル〟

PRESS CONFERENCE

主催：千代⽥区、⼀般社団法⼈千代⽥エコシステム推進協議会



本⽇のタイムライン[千代⽥区 地域連携モデルお披露⽬会⾒]

2一般社団法人千代田エコシステム推進協議会

千代田区から日本の脱炭素を牽引する、 都心型・地域連携〝千代田モデル〟

時間 内容

15:00-
・千代田区独自の都市型「地域連携モデル」について (10分)
　● 千代田区 ゼロカーボン推進技監 川又孝太郎
　● 東京海上日動火災保険株式会社 執行役員 東京中央支店長 渡部光明 [支援組織]

15:10-

・スクール参加の中堅・中小企業の削減目標や取り組みを発表 (20分)
　連続講座「ちよエコ未来企業スクール」参加企業
　● 株式会社日比谷花壇 執行役員 藤井毅 [区内中小企業]
　● 株式会社リーテム 取締役 浦出陽子 [区内中小企業]

15:30-
・2026年度の展開について (15分)
　中小企業向け脱炭素支援サービス・製品の第1弾を発表
　● 千代田エコシステム推進協議会 共同事務局長 西田吉蔵

15:45- 　質疑応答

16:00 　終了（囲み取材をご希望の方は主催者にお声がけください）
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千代田区・千代田エコシステム推進協議会

企業向け宣言事業
（ちよエコ未来企業）

個人向け宣言事業
（ちよエコヒーロー）

啓
発

行
動

Eサイクルちよだ
（再エネ導入）

千代田エコシステム認証
(環境配慮行動のPDCA)

アクション化 アクション化

削減目標の実行を
助ける簡易的な伴走ツール

削減目標の達成に
最も大きく貢献する手段

都市型の地域アライアンス

脱炭素経営
支援体制
(CES会員)

千代田区

千代田エコシステム推進協議会

エコッツェリア協会まち未来製作所

東京商工会議所  千代田支部

千代田区商店街連合会

東京海上日動火災保険 三菱UFJ銀行

ちよエコ未来企業スクール
【削減目標の策定】

地域企業の脱炭素化支援
【参加企業/支援組織から相互に】継続した

勉強会・交流会
協働プロジェクト創出

【卒業生や支援組織とコラボ】
発信・記者会見

【千代田区内外への認知獲得】

©一般社団法人千代田エコシステム推進協議会

千代田区が目指す地域連携モデル
～2050年ゼロカーボン・ゼロウェイスト/2030年ネイチャーポジティブ実現に向けて～
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ちよエコ未来企業スクールの開催  [少人数・伴走型 ]

11社
スクール参加企業 ⽀援組織

7組織
● 株式会社日比谷花壇

日比谷公園本店

● 株式会社三葉ホールディングス

● 株式会社サンテック         
● 上野硝子工業株式会社

● 株式会社リーテム

● 株式会社ゼニス・アドバン

● 株式会社久保工

● 株式会社エービーシー商会

● 株式会社エフエム東京

● 株式会社池田理化

ほか

● 千代田区

● 東京海上日動火災保険

● 東京商工会議所  千代田支部

● 三菱UFJ銀行

● まち未来製作所

● 千代田区商店街連合会

● エコッツェリア協会 (大丸有環境

共生型まちづくり推進協会 ) 

(全4回：2025/11/6、2025/12/3、2026/1/15、2026/2/16)
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PRESS CONFERENCE

千代⽥区内の脱炭素ソリューション
製品･サービスをご紹介 [第1弾]

⼀般社団法⼈千代⽥エコシステム推進協議会

千代田区から日本の脱炭素を牽引する、 都心型・地域連携〝千代田モデル〟
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全18組織による、千代⽥区内の脱炭素ソリューションを4⽉から展開、今後さらに拡充
参画企業‧⽀援組織

千代⽥区

株式会社 まち未来製作所

株式会社 ⼭善
（2026年4⽉〜）

千代⽥区キャンパスコンソ
（2026年4⽉〜）

⼀般社団法⼈
千代⽥エコシステム推進協議会

上野硝⼦⼯業株式会社

株式会社 久保⼯ 三幸株式会社

株式会社ゼニス･アドバン

株式会社エービーシー商会
ホールディングス

株式会社⽇⽐⾕花壇

株式会社リーテム 株式会社池⽥理化株式会社
三葉ホールディングス

三井物産株式会社
（2026年4⽉〜）

東京海上⽇動⽕災保険
株式会社

三井物産パッケージング
株式会社（2026年4⽉〜）

株式会社メンバーズ
（2026年4⽉〜）
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アークエル株式会社
（2026年4⽉〜）



再エネ･省エネ等
エネルギーの使⽤量を減らし、ク
リーンに転換する、脱炭素化の最も
直接的なアプローチ。

建築･空間デザイン
都市の建物そのものを「環境資産」
へとアップデートし、脱炭素と快適
なビジネス環境を両⽴。

資源循環･廃棄物削減
「捨てる」をゼロに。サーキュラー
エコノミーへの移⾏を⽀援し脱炭素
化へ。

資⾦調達･補助⾦⽀援
投資の壁を取り払い、企業の挑戦を
財務⾯から⽀える。脱炭素投資に伴
うコストの負担を軽減。

コンサルティング･共創
「何から始めれば良いのか...」と悩
む企業へ、現状の可視化〜実⾏、対
外発信まで伴⾛⽀援。

⽀援メニューの全体像｜5カテゴリ
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注⽬

再エネ･省エネ等｜ソリューション内容
⽀援企業名 ⽀援メニュー

上野硝⼦⼯業株式会社
‧既存建物の窓･開⼝部の断熱改修（内窓設置、複層ガラス･Low-Eガラス交換、サッシ改修）
‧⽇射熱コントロール･断熱性能向上･結露低減による空調負荷の削減と快適性向上
‧将来的な外装改修と再エネ設備導⼊の検討⽀援

株式会社久保⼯ ‧屋上緑化、窓、壁、屋根、空調、照明の⾼性能化による環境性能の向上提案
‧建物全体を対象とした省エネ･環境改善の総合提案

株式会社ゼニス･アドバン

‧脱炭素につながる節電商品の提供
‧フミンコーティング（窓にスプレーで塗布して夏冬の断熱効果を向上）
‧床･壁･天井などに使⽤できるアルミシート建材（リフォーム対応可）
‧エアコン室外機の放熱効率を⾼める塗料（炎天下で約15℃の温度差を実現）
‧エアコン室内機の吸気に⽔分を微細化するネットを設置
‧分電盤付近の配線にノイズ除去テープを貼り、電気利⽤効率を改善

株式会社⽇⽐⾕花壇 「Eサイクルちよだ」を活⽤したイベントの実施や店内装飾

株式会社 まち未来製作所
（千代⽥区と連携）

‧「Eサイクルちよだ」の提供。区内企業に代わって、無料で電気料⾦の競り下げ⼊札（e.BID）
を⾏い、安価･⼿間なし･安⼼の再エネ導⼊が可能。（千代⽥区と連携し、区内企業の電⼒コスト･
環境負荷低減の課題を解決する仕組み）

三井物産株式会社 三井物産の森（全国76か所･約4.5万ヘクタール）の⼀部から創出されるJ-クレジットの販売
株式会社⼭善 脱炭素に携わる設備の販売および導⼊⽀援（特に空調、太陽光など）
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【株式会社まち未来製作所】
   区内企業の電⼒コストと環境負荷を同時に低減

⼿間なし：複雑な選定プロセスを代⾏
安⼼：千代⽥区との連携スキーム
安価：競り下げ⼊札(e.BID)による市場価格の追求

注⽬：競り下げ⽅式の安価な再エネ「Eサイクルちよだ」
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地域連携：千代⽥区と連携協定を締結している地
⽅⾃治体で発電された再エネを活⽤
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【上野硝⼦⼯業株式会社】
   窓や開⼝部の断熱改修による省エネ促進･製品

エネルギー効率向上：内窓設置、複層ガラス
･Low-Eガラス交換、サッシ改修で断熱
空調負荷の削減と快適性向上：⽇射熱コントロー
ル･断熱性能向上･結露低減で快適に

将来の環境性能向上⽀援：将来的な外装改修と再
エネ設備導⼊の検討⽀援

注⽬：既存建物を断熱改修で省エネに
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建築･空間デザイン｜ソリューション内容
⽀援企業名 ⽀援メニュー

上野硝⼦⼯業株式会社 カーテンウォールやエントランスを含む外装のリニューアル⼯事

株式会社エービーシー商会
ホールディングス

‧省エネルギー、省資源、遮熱、ロングライフ建材の市場への供給
‧リサイクル建材の市場への供給
‧ノンフロン、有機溶剤⽔性化などの脱炭素建材の推進
‧太陽光発電組込みシステム建材の導⼊

株式会社久保⼯ 新築ビル設計から改修⼯事までの環境配慮型建築の提供
（建築⼯事･建物改修⼯事における設計〜施⼯のトータル対応）

株式会社⽇⽐⾕花壇 屋内外の緑化･植物育成ライトの販売
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【株式会社久保⼯ × 株式会社エービーシー商会ホールディングス × 株式会社⽇⽐⾕花壇】
   建築の設計‧施⼯から⾼性能な建材、空間を彩る緑化まで
   環境性能とウェルビーイングを両⽴した次世代型オフィスが実現可能

トータル設計（株式会社久保⼯）：
新築から改修まで、環境配慮を軸とした建築設計
と確かな施⼯でプロジェクトを統括
脱炭素建材（株式会社エービーシー商会ホール
ディングス）：
遮熱‧省エネ‧リサイクル建材に加え、太陽光発
電組み込みシステム建材による創エネを推進
緑化デザイン（株式会社⽇⽐⾕花壇）：
屋内外の緑化と植物育成ライトの活⽤により、
CO2削減とワーカーの快適性を向上

注⽬：ソリューションの掛け合わせも可能
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注⽬

資源循環･廃棄物削減｜ソリューション内容
⽀援企業名 ⽀援メニュー
株式会社ゼニス･アドバン ‧⾷品⼯場や弁当製造で発⽣する⾷品ロスを、事前仕分け不要で資源化するシステム

三幸株式会社

‧界⾯活性剤不使⽤のアルカリイオン電解⽔の⽣成･提供（汚⽔負荷低減）
‧社内の不要ユニフォームを回収し、BRINGを通じて⼀部を資源として再⽣する活動
‧エコチューニング事業への取り組み...建物の快適性や⽣産性を保ちながら、既存設備の“運⽤改
善”によって省エネ･CO₂削減を⾏う環境省の脱炭素事業
‧エコキャップ回収活動...当社本社ビルにおいては、各階に回収箱を設置し、「つばさルーム」
（障がい者による就労チーム）によって、毎⽇回収が⾏われています。

株式会社⽇⽐⾕花壇 ‧環境配慮型商品の企画･販売、及び環境配慮に取り組む⽣産⽀援
東京海上⽇動⽕災保険株式会社 ‧期限接近時の備蓄品回収サービスのご案内（環境負荷低減･フードロス削減＆廃棄に伴う⼿間･

コストの削減）
三井物産パッケージング株式会社 紙コップのリサイクル

株式会社リーテム
‧あらゆる産業分野の⼤⼩さまざまな 「⾦属樹脂複合系の廃棄物」 のリサイクルサービス。
独⾃のリサイクル⼯程により、鉄、⾦、銀、銅、アルミ、ステンレス、プラスチック等の再⽣資源
を作り、素材産業に提供。企業のScope3上流の廃棄物処理に伴うCO2排出の削減にも貢献。

株式会社メンバーズ サーキュラー型の新規サービス開発⽀援
18一般社団法人千代田エコシステム推進協議会
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【株式会社リーテム】
   廃棄物を資源に変える、独⾃のリサイクル⼯程

従来廃棄されていた電⼦機器等を鉄、⾦、銀、銅、ア
ルミ、プラスチック等の再⽣資源として素材産業へ提
供します。

OA機器、店舗設備等に対応、太陽光パネル等に対応

埋⽴ゼロ、循環型社会の構築
Scope3上流の排出量削減効果

注⽬：⾼度な素材リサイクルによるScope3排出削減への貢献
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注⽬

資⾦調達･補助⾦⽀援｜ソリューション内容
⽀援企業名 ⽀援メニュー

上野硝⼦⼯業株式会社 補助⾦（先進的窓リノベ、クール･ネット東京等）を活⽤した改修⽀援

株式会社久保⼯ 建築･改修⼯事における公的補助⾦の利⽤提案

千代⽥区

‧省エネルギー改修等助成制度
‧低炭素建築物助成制度
‧ヒートアイランド対策助成制度
‧中⼩企業者等脱炭素経営⽀援助成
‧脱炭素アドバイザー資格試験受験料助成

株式会社⼭善 設備導⼊時の各種補助⾦申請⽀援（着⼿無料）
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千代田区から日本の脱炭素を牽引する、 都心型・地域連携〝千代田モデル〟



【千代⽥区】
  脱炭素化の第⼀歩から設備導⼊まで、多⾓的な⽀援体制

注⽬：中⼩企業者等の脱炭素経営を⽀援する助成⾦

21一般社団法人千代田エコシステム推進協議会
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省エネルギー改修等助成制度：LED照明や太陽光発電シ
ステム、空調、窓断熱改修等にかかる費⽤を助成
中⼩企業者等脱炭素経営⽀援助成：CO₂排出量の算出や
脱炭素経営に関する助⾔などのコンサル相談費⽤を助成

低炭素建築物助成制度：新築等建築物を建てる際に、環境
負荷価値の⾼い低炭素建築物を建築する際の費⽤を助成

脱炭素アドバイザー資格試験受験料助成：従業員が受験す
る環境省認定の脱炭素アドバイザー資格の受験料を助成



コンサルティング･共創｜ソリューション内容①
支援企業名 支援メニュー

アークエル株式会社

・CDP開示支援：開示回答の作成･改善支援

・中小企業版SBT支援：目標設定〜認定取得まで支援

・脱炭素スクール：社内人材育成･研修プログラム

・CO2排出量算定支援：Scope1-3算定、見える化

・伴奏支援：削減計画･ロードマップ策定

・省エネ診断：設備･運用の省エネ改善提案

・非化石証書：調達･活用支援

株式会社池田理化
・カーボンニュートラルを実現するための研究開発に使用される機器、環境配慮型製品の提案、販売

・脱炭素とウェルビーイング実現のための、学び･実装･地域をつなぐ共創の場を提供

上野硝子工業株式会社

・開口部･外装改修における概算試算や計画づくりのサポート

・診断から提案、施工までの一気通貫支援

・改修効果の見える化への取り組み

・遊休スペースのリブランディング･利活用実行･運営管理支援

株式会社エービーシー商会

ホールディングス
ショールームやセミナーを通じた脱炭素建材の認知度向上

千代田区キャンパスコンソ
近接地の立地等を生かした大学間連携のもと、千代田区と地域産業界等とともに地域連携・産学連携の取

り組みを推進。
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コンサルティング･共創｜ソリューション内容②
支援企業名 支援メニュー

一般社団法人千代田エコシステム推進

協議会

「CES認証」の提供。中小企業向けの安価な環境マネジメントシステム（削減目標の実行を助ける簡

易的な伴走ツール）

東京海上日動火災保険株式会社

・運転時のアクセルトレーニングでコスト削減と脱炭素化を後押し

・ESG外部評価対応コンサルティング

・CDP対応支援コンサルティング

・SBT目標設定支援コンサルティング

・農業由来のカーボンクレジットのご紹介

株式会社日比谷花壇 公園やテーマパークの管理運営、環境教育や環境保全活動のフィールドの提供  

株式会社三葉ホールディングス
企業間討論や分科会、または展示会やイベントの「場」としての活用提供（オフィスビル会議室、エントラ

ンスを想定） 

株式会社メンバーズ  
・GX研修の企画運営（従業員向け/GX人材育成）  

・サステナビリティ分野のオウンドメディア（SNSやコンテンツサイト等）運用代行･記事制作  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【⼀般社団法⼈千代⽥エコシステム推進協議会】
  経営改善と環境負荷低減を両⽴した仕組みの構築

各事業者が構築･運⽤している環境マネジメントシステムが
千代⽥区独⾃規格に基づくことを、認証機関が審査し認証する。

コスト削減‧業務効率化：省エネ‧省資源活動を通じ
て、エネルギーコストや廃棄物処理コストを確実に削減

事業者としてのイメージ向上：環境に配慮する企業とし
て社会的信頼を獲得し、新たなビジネスチャンスを創出

組織⾵⼟の醸成‧意識向上：従業員の環境意識を⾼め、
組織全体に持続可能な改善⽂化を根付かせる

注⽬：経営改善に繋げる環境マネジメントシステム
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連携で相乗効果
都市部の企業の⼒を集積す
ることで、ビジネスメリッ
トを最⼤化しながら、互い
に⽀援し合うことで脱炭素

を加速

多様な⽀援を可視化
⾃社にあった連携先を⾒つ

けやすくなりました。
診断、戦略、資⾦、設備、
運⽤、リサイクルまで幅広

く⽀援可能

全国初の都⼼型
全国初となる、中⼩企業の

脱炭素経営を後押しする
「都⼼型･地域連携モデル

（千代⽥モデル）」。
都市連携のお⼿本を⽬指す

千代⽥区脱炭素ソリューションの3つの強み
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お問い合わせ先
⼀般社団法⼈千代⽥エコシステム推進協議会 事務局

公式URL： https://chiyoda-ces.jp/ 
メール： info@chiyoda-ces.jp
電話： 03-5211-5085（直通）
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ー 千代⽥区から⽇本の脱炭素を牽引する ー
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https://chiyoda-ces.jp/


本⽇の内容はWEBサイトで公開
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WEBサイトURL

本日の資料PDF

Googleドライブ
URLリンク

https://chiyoda-ces.jp/chiyoda_zerocarbon_solution/
https://drive.google.com/drive/u/4/folders/1J0chq9VNcWxHwFw9nDdBdBDEQroUbXA0


脱炭素支援＆取り組
み促進

認知拡大アプローチ

「ちよエコ未来企業
　スクール」開催

地域の場づくり(勉強
会・交流会)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6月中旬
交流会

ちよエコ未来企業スクール
(11月〜2月ごろ)

経営者向け
セミナー 3/12

2月 3月

メディア発表
3/2

スクール
2/16最終回

学生交流会 2/3

1月

交流会交流会

スクールの募集(10社程度)

経営者向け
セミナー

工場見学 2/13

目標
策定

メディア発表

支援メニューを活用した、地域企業の脱炭素化支援

特色ある地域共創プロジェクト発足をフォローアップ

4/24(金) 15-17 
脱炭素セミナー

脱炭素セミナー
[外部コラボ]

スクール参加企業
フォローアップ

11月 環境フェア
(企業連携を強化)

9月 再エネの日
(Eサイクルちよだ

導入企業登壇)
春 スポごみ開催

学生若手の
ナッジプロジェクト

始動

参加企業への省エネ診断実施

・支援組織等からの
　アプローチ強化

・地域ぐるみ以外の
　施策との連携

5月中旬
共創会議

環境講演会
3/21

千代⽥区 地域連携モデル [2026年度の予定]
千代田区から日本の脱炭素を牽引する、 都心型・地域連携〝千代田モデル〟

一般社団法人千代田エコシステム推進協議会

交流会

定期的に勉強会やセミナーを開催。支援メニューを拡充しながら、地域企業の脱炭素化の
実践を促進。千代田区ならではの特色ある地域共創プロジェクト発足を目指す。
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● 3/12(木) 経営者向けビジネスフォーラム

● 3/21(土) 環境講演会
　・中小規模事業所の省エネルギー対策
　 〜再生可能エネルギー活用について〜

　 登壇：東京都 事業者エネルギー推進課長
　 　　　石島 英樹氏

今後の予定

29一般社団法人千代田エコシステム推進協議会

● 4/24(金) 脱炭素化を通じた経営改善セミナー
　・コストメリットある再エネ導入
　・中小企業向け環境マネジメントシステム

● 5月中旬「共創会議」
　・地域内で企業同士のコラボレーション創出

● 6月「企業交流会」※別途 学生×企業の交流も
　・企業同士で学び合う(3社程度から事例共有)

● 11月〜2月ごろ ちよエコ未来企業スクール
　・少人数/伴走型の連続講座 (10-15社限定)

※以後も定期的に勉強会やセミナーを開催。
支援メニューを拡充しながら、地域企業の脱炭素
化の実践を促進。千代田区ならではの特色ある地
域共創プロジェクト発足を目指す。
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本事業は、環境省「地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」の中で、都心型モデルと
して全国で唯一の採択となりました。日本各地の都市を牽引する自治体となることを目指します。

©一般社団法人千代田エコシステム推進協議会

都心型・地域連携〝千代田モデル〟参画組織（順不同）※2026年4月予定

●プロジェクトビジョン：千代田区から日本の脱炭素を牽引する
都市部の脱炭素地域づくりにおけるロールモデルを確立し、日本各地の都市部のお手本にな
る地域アライアンスを形成します。

●主体：一般社団法人 千代田エコシステム推進協議会（CES）
●支援組織：千代田区、東京海上日動火災保険 株式会社、東京商工会議所 千代田支部、株式
会社三菱UFJ銀行、株式会社まち未来製作所、千代田区商店街連合会、一般社団法人大丸有環
境共生型まちづくり推進協会（エコッツェリア協会）

●2026年4月からの新たな支援組織（合計14組織に増加）：
千代田区キャンパスコンソ、アークエル株式会社、株式会社 山善、
三井物産株式会社、三井物産パッケージング株式、株式会社メンバーズ
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ー 千代⽥区から⽇本の脱炭素を牽引する ー
  都⼼型‧地域連携〝千代⽥モデル〟

PRESS CONFERENCE

主催：千代⽥区、⼀般社団法⼈千代⽥エコシステム推進協議会



千代田区独自の環境マネジメントシステムを中心に
地域全体の脱炭素化を推進し、”都市部における新たな脱炭素モデル”を実現

©一般社団法人千代田エコシステム推進協議会



環境省「令和７年度地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」とは

一般社団法人千代田エコシステム推進協議会が実施する地域ぐるみでの支援事業が、環境省
「令和７年度地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築モデル事業」に採択され、2025年6月30
日に同省ホームページにて公表されました。https://www.env.go.jp/press/press_00096.html

地域ぐるみでの中堅・中小企業に対する脱炭素経営支援体制の構築を進めるモデル事業の創出と、支援体制構
築をより地域主導の活動へと移行していく方法の在り方の検証を目的とされています。本年度１０件の地域が
環境省より採択されておりますが、千代田区での取り組みは都心型モデルとしては、全国で唯一の採択となり
ます。日本各地の都市部に向けて都心型モデルの成功事例として発信できるよう尽力してまいります。

・実施エリア 東京都千代田区

・概要
地域の中堅・中小企業向けに用意をしている「千代田エコシステム」や「Eサイクルちよだ」などの既存ツール
を活用し、CO₂排出量の可視化・削減を支援。独自の環境配慮行動宣言制度や脱炭素スクールを通じた意識啓発
と行動促進を図る。また、支援機関がそれぞれの得意領域を活かした支援体制の構築を進める。

・主体 千代田エコシステム推進協議会

・支援組織
千代田区、東京海上日動、東商千代田支部、三菱UFJ銀行、まち未来製作所、千代田区商店街連合会、エコッ
ツェリア協会

本事業に参画される中堅・中小企業の皆さまのビジネスメリット創出を第１の目標に、支援
組織や千代田区と一緒になって、関わる皆さんが双方にメリットを享受できる地域アライア
ンスを千代田区内に創出することを目指します。

©一般社団法人千代田エコシステム推進協議会

https://www.env.go.jp/press/press_00096.html


人材

人材獲得
（アウトリーチ）

社内活性化
(エンゲージメント)

価値創造

ブランディング
企業価値向上

新規事業創出
(千代田区内の共創)

コスト削減
・リスク低減

光熱費高騰への対策
・コスト削減

サプライチェーン
からの要請

経営力強化

本業の事業強化
生産性向上

小さなリソースで
最大価値

脱炭素経営が、コスト削減やリスク低減だけでなく、
ブランディング効果や人材獲得、事業価値創造に繋がることを事例を交えながら学んでいく

↪目的は企業の生産性向上や経営力強化であり、脱炭素は手段として活用する。

©一般社団法人千代田エコシステム推進協議会

千代田区の地域連携モデルでは一貫してビジネスメリット創出を重要視


